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具体的には、本論文に直接的に関係する査読付き学術論文として、Journal of the Australian Ceramic 
Society誌に 1件、Transactions of the Materials Research Society of Japan誌に 2件、Journal of Bio-Integration












当審査委員会は、2018年 9 月12日の学位審査申請時点で、申請者を筆頭著者とし、かつ、第 3者の査読
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3 ．最終試験結果
当審査委員会は、上記 1．および 2．の結果から、申請者　山本　翔　氏は、専攻分野における十分な
学識と研究能力を有すると判断し、全員一致で最終試験は「合」としたのでここに報告する。
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審査経過
2018年 9 月12日　　　　　論文受理
2018年 9 月12日　　　　　論文博士審査委員会設置（研究科委員会）
2018年10月24日　　　　　予備審査会（口述発表、口頭試問）
　　　　　　　　　　　　第 1回予備審査委員会
2019年 1 月22日～28日　　論文公示
2019年 1 月28日　　　　　公聴会（口述発表、口頭試問）
　　　　　　　　　　　　第 2回予備審査委員会
2019年 2 月13日　　　　　研究科委員会に審査結果の報告
　　　　　　　　　　　　投票による合否の判定
